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地震発生時＜営業時間編＞

1
•各自で安全の確保を行う。

•来客等がある場合は、来客等の安全確保に努める。

2
•火災、建物の倒壊、爆発、津波の襲来等により、身の危険が生じる場合は、
速やかに安全な場所に避難及び来客等の誘導を行う。

3
•地震等により二次災害の可能性がある建物設備（ガス栓等）の被害状況を確認
し、不具合が認められた場合は、速やかに停止する。

4
•火災が発生している場合、自身の安全を確保しながら、消火器等を用いて初期
消火等を行う。初期消火等で鎮火しない場合は、消防署等への連絡を行う。

5
•テレビ等により、地震の規模、発生場所、被害状況、津波の襲来等の状況を
的確に把握するように努める。

落ち着いて!
できたら
チェック✔



津波警報が出たときは、
速やかに“津波避難ビル”
○○区△△町××1-2-3
★★ビルに避難しましょう。

地図

★広域避難場所 ○○公園
★一時避難場所 ××学校
★災害時避難所 ××学校

【津波避難ビル・水害時避難ビル情報】
大阪市ホームページ

http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000138173.html

【広域・一時・災害時避難所情報】
大阪市ホームページ
http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000012054.html

大阪市 津波避難ビル

大阪市 広域避難所

緊急避難先



一廃協災害対策本部立ち上げ準備行動

1
•大阪市内で震度６弱以上の地震が発生。

2
•大清連会館の被災状況の確認➜被災状況を本部長に報告
➜使用不能な場合は、同衛事務所等、順次現地確認し本部長に報告

3
•本部長が、災害対策本部設置場所を決定し、対策本部員へ通知。

4
•本部員は、身の安全を確保しつつ、速やかに、対策本部へ集結。

5
•通信手段等の準備をおこなう。

落ち着いて!
できたら
チェック✔



災害対策本部の立ち上げ

1
•本部設置の有無について一般廃棄物指導課と協議。

2
•社員に対して、災害対策本部設置及び被災状況について報告するよう、

FAX等で通知【様式１】。

3
•報告票の集約。

4
•被災状況及び拠出が可能な人員・機材について、
一般廃棄物指導課へ報告【別紙２】。指示を待つ。

5
•一般廃棄物指導課からの要請事項については、随時、全社員に通知。

•ブロック長への具体的な作業指示を行う。

ＲＥＰＥＡＴ

落ち着いて!
できたら
チェック✔



地震発生時＜休日・営業時間外編＞

1
•家族・住家の安全確認。

2
•火災、建物の倒壊、爆発、津波の襲来等により、身の危険が生じる場合は、
速やかに安全な場所に避難を行う。

3
•テレビ等により、地震の規模、発生場所、被害状況、津波の襲来等の状況を
的確に把握するように努める。

4
•交通機関の運行状況を確認し、一廃協並びに各団体までのルート（運行状況・
道路 状況などを確認）を確認する。

5
•一廃協並びに各団体の長の指示により、身の安全を確保しつつ、速やかに、
指示された場所へ出勤する。

落ち着いて!
できたら
チェック✔

大阪市内で震度６弱以上の
地震が発生した場合



一廃協災害対策本部

社員 社員 社員 社員 社員 社員 社員 社員 社員

でんわ
ﾌｧｯｸｽ
メール

一廃協災害対策本部構成員

・本部長（一廃協会長）
・副本部長（一廃協副会長）
・大規模災害対策WG委員
・一廃協事務員
・各団体事務員

一廃協災害対策本部組織図



一廃協災害対策本部応援時連絡体制図

一廃協

災害対策本部

北部Cﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ長
副ﾌﾞﾛｯｸ長

社員

東北Cﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ長
副ﾌﾞﾛｯｸ長

社員

城北Cﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ長
副ﾌﾞﾛｯｸ長

社員

西北Cﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ長
副ﾌﾞﾛｯｸ長

社員

中部Cﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ長
副ﾌﾞﾛｯｸ長

社員

中部出ﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ長
副ﾌﾞﾛｯｸ長

社員

西部Cﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ長
副ﾌﾞﾛｯｸ長

社員

東部Cﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ長
副ﾌﾞﾛｯｸ長

社員

西南Cﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ長
副ﾌﾞﾛｯｸ長

社員

南部Cﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ長
副ﾌﾞﾛｯｸ長

社員

東南Cﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ長
副ﾌﾞﾛｯｸ長

社員


